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当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式
信 託 期 間 2001年10月１日から無期限です。

運 用 方 針 信託財産の長期的な成長を図ることを目標とし
て運用を行います。

主要投資対象

Ｄ Ｉ Ａ Ｍ 日 本 株 式
オープン<ＤＣ年金>

ＤＬジャパン・リサーチ・オー
プン・マザーファンド受益証券
を主要投資対象とします。

Ｄ Ｌ ジ ャ パ ン ・
リサーチ・オープン・
マ ザ ー フ ァ ン ド

我が国の上場株式を主要投資対
象とします。

運 用 方 法

主としてマザーファンド受益証券に投資し、
ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）をベンチマークと
してそれを中長期的に上回ることをめざして運
用を行います。
マザーファンドにおいては、企業のファンダメ
ンタルズ分析を重視したボトムアップによる銘
柄選択を行うことを原則とします。
また、特定の銘柄や業種に対し、過度の集中が
ないように配慮します。

組 入 制 限
株式への実質投資割合には、制限を設けませ
ん。
外貨建資産への実質投資割合は、信託財産の純
資産総額の30％以下とします。

分 配 方 針

決算日（原則として６月11日。休業日の場合
は翌営業日。）に、原則として、経費控除後の
利子、配当収入および売買益（評価益を含みま
す。）等の全額を分配対象額とし、基準価額水
準、市況動向等を勘案して、分配金額を決定し
ます。ただし、分配対象額が少額の場合は分配
を行わないことがあります。

 <運用報告書に関するお問い合わせ先>
コールセンター：0120-104-694
受付時間：営業日の午前９時から午後５時まで
お客さまのお取引内容につきましては、購入された
販売会社にお問い合わせください。

 <ＤＣ年金>

受益者の皆さまへ

　毎々格別のお引立てに預かり厚くお礼
申し上げます。

　さて、「ＤＩＡＭ日本株式オープン
<ＤＣ年金>」は、2020年６月11日に
第19期の決算を行いました。ここに、
運用経過等をご報告申し上げます。

　今後とも一層のご愛顧を賜りますよう
お願い申し上げます。

ＤＩＡＭ日本株式オープン<ＤＣ年金>

運 用 報 告 書（全体版）
第19期<決算日2020年６月11日>
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1－　　－

■最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数 株式組入

比 率
株式先物
比 率

純 資 産
総 額(分配落) 税 込 み

分 配 金
期 中
騰 落 率

(ＴＯＰＩＸ)
(ベンチマーク)

期 中
騰 落 率

円 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円
15期（2016年６月13日） 12,479 0 △17.2 1,284.54 △22.1 97.1 － 8,258
16期（2017年６月12日） 15,515 0 24.3 1,591.55 23.9 98.8 － 10,054
17期（2018年６月11日） 17,591 0 13.4 1,786.84 12.3 98.3 － 11,924
18期（2019年６月11日） 15,102 0 △14.1 1,561.32 △12.6 97.9 － 10,670
19期（2020年６月11日） 16,517 0 9.4 1,588.92 1.8 97.5 － 11,443
（注１）当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。
（注２）株式先物比率は、買建比率－売建比率です。
（注３）東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は、株式会社東京証券取引所（㈱東京証券取引所）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など

同指数に関するすべての権利・ノウハウおよびＴＯＰＩＸの商標に関するすべての権利は、㈱東京証券取引所が有しています。なお、本商
品は、㈱東京証券取引所により提供、保証または販売されるものではなく、㈱東京証券取引所は、ファンドの発行または売買に起因するい
かなる損害に対しても、責任を有しません（以下同じ）。

（注４）△（白三角）はマイナスを意味しています（以下同じ）。

ＤＩＡＭ日本株式オープン<ＤＣ年金>

■当期中の基準価額と市況の推移

年 月 日
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数 株 式 組 入

比 率
株 式 先 物
比 率騰 落 率 (ＴＯＰＩＸ)

(ベンチマーク) 騰 落 率
（期　首） 円 ％ ポイント ％ ％ ％
2019年６月11日 15,102 － 1,561.32 － 97.9 －

６月末 15,079 △0.2 1,551.14 △0.7 97.7 －
７月末 15,357 1.7 1,565.14 0.2 98.0 －
８月末 15,069 △0.2 1,511.86 △3.2 98.2 －
９月末 15,898 5.3 1,587.80 1.7 97.9 －
10月末 16,658 10.3 1,667.01 6.8 97.8 －
11月末 16,945 12.2 1,699.36 8.8 97.7 －
12月末 17,271 14.4 1,721.36 10.3 98.1 －

2020年１月末 16,882 11.8 1,684.44 7.9 98.8 －
２月末 15,340 1.6 1,510.87 △3.2 98.8 －
３月末 14,271 △5.5 1,403.04 △10.1 96.7 －
４月末 15,115 0.1 1,464.03 △6.2 97.3 －
５月末 16,227 7.4 1,563.67 0.2 97.1 －

（期　末）
2020年６月11日 16,517 9.4 1,588.92 1.8 97.5 －

（注１）騰落率は期首比です。
（注２）当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。
（注３）株式先物比率は、買建比率－売建比率です。
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2－　　－

■当期の運用経過（2019年６月12日から2020年６月11日まで）

基準価額等の推移

（注１）分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すも
のです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客さまがご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なり
ます。従って、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額およびベンチマークは、期首の基準価額に合わせて指数化しています。

基準価額の主な変動要因
　新型コロナウイルス感染拡大による世界経済悪化への警戒は続く一方、各国の金融・財政政策への期待が下支え
となり、国内株式市場が上昇したこと、また、中期的な競争力が優れバリュエーションが割安と評価し組入比率を
高めていた小売業、電気機器、サービス業などの保有銘柄のパフォーマンスが良好であったことから、基準価額は
上昇しました。
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基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸） ベンチマーク（左軸）純資産総額（右軸）

第19期首： 15,102円
第19期末： 16,517円
（既払分配金０円）
騰 落 率： 9.4％
（分配金再投資ベース）
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3－　　－

投資環境
　米中通商交渉の行方を巡り一進一退の動きを続けた後、2019年９月以降はＦＲＢ（米連邦準備理事会）による緩
和的な金融政策や米中通商問題への過度な懸念の和らぎなどを背景に、上値を試す展開となりました。2020年１月
以降は、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大による経済活動停滞への警戒から急落となった後、期末にかけて
は各国の迅速な金融・財政政策の発動が支えとなり次第に戻り基調に転じ、通期では上昇となりました。

ポートフォリオについて
●当ファンド
　ＤＬジャパン・リサーチ・オープン・マザーファンドの組入比率は期を通じて高位に維持するよう運用しました。

●ＤＬジャパン・リサーチ・オープン・マザーファンド
　各業界において競争力の優れた高成長銘柄やバリュエーション面で割安な銘柄など、個別銘柄の選別投資に注力
しました。企業のファンダメンタルズ分析に加えて、短期的・中長期的な視点で株価への織り込み度合いを勘案し、
より割安と判断される銘柄への入れ替えを継続的に行いました。その結果、電気機器、非鉄金属などの組入比率を
引き上げた一方、サービス業、その他製品などの組入比率を引き下げました。

※運用状況については14ページをご参照ください。

ベンチマークとの差異について
　ベンチマークは前期末比で1.8％上昇しました。
　当ファンドはベンチマークを7.6％上回りました。各業界において競争力の優れた高成長銘柄や、バリュエーショ
ン面で割安な銘柄など、個別銘柄の選別投資に注力した結果、ベンチマークを上回りました。個別銘柄ではウエル
シアホールディングス、太陽誘電、日本Ｍ＆Ａセンターのオーバーウェイトなどがプラスに寄与しました。

（注）基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。
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【基準価額とベンチマークの対比】
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4－　　－

分配金
　当期の収益分配金につきましては基準価額水準、市況動向等を勘案し、無分配とさせていただきました。なお、
収益分配金に充てなかった利益は信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。

■分配原資の内訳（１万口当たり）

今後の運用方針
●当ファンド
　引き続き、ＤＬジャパン・リサーチ・オープン・マザーファンドを高位に組入れることにより、実質的な運用を
当該マザーファンドにて行います。

●ＤＬジャパン・リサーチ・オープン・マザーファンド
　主要国の緩和的な金融政策や積極的な財政政策などに加え、割安な株価バリュエーションが支えとなり、株式市
場は底値を固める展開を想定しています。銘柄選択の視点では、引き続き競争力の強さ等から中期成長性の高い銘
柄、足元の業績が市場予想を上回ると予想される銘柄、ＰＥＲ（株価収益率）等株価バリュエーションが割安な銘
柄、株主還元に前向きな銘柄等に投資します。また、組入比率については、高位を維持する方針です。

項目
当期

2019年６月12日
～2020年６月11日

当期分配金（税引前） －円
対基準価額比率 －％
当期の収益 －円
当期の収益以外 －円

翌期繰越分配対象額 11,964円

（注１）「当期の収益」および「当期の収益以外」は、小数点以下切
捨てで算出しているためこれらを合計した額と「当期分配金
（税引前）」の額が一致しない場合があります。

（注２）当期分配金の「対基準価額比率」は「当期分配金（税引
前）」の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファ
ンドの収益率とは異なります。また、小数点第３位を四捨五
入しています。

（注３）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費
控除後・繰越欠損補填後の売買益（含、評価益）」から分配
に充当した金額です。また、「当期の収益以外」は「分配準
備積立金」および「収益調整金」から分配に充当した金額で
す。
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5－　　－

■１万口当たりの費用明細

項目

第19期

項目の概要（2019年６月12日
～2020年６月11日）
金額 比率

(ａ) 信託報酬 266円 1.685％ (ａ) 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
期中の平均基準価額は15,817円です。

（投信会社） (  97) (0.613) 投信会社分は、信託財産の運用、運用報告書等各種書類の作成、基準価
額の算出等の対価

（販売会社） (152) (0.963) 販売会社分は、購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、
口座内でのファンドの管理等の対価

（受託会社） (  17) (0.109) 受託会社分は、運用財産の保管・管理、投信会社からの運用指図の実行
等の対価

(ｂ) 売買委託手数料 9 0.058 (ｂ) 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
売買委託手数料は、組入有価証券等の売買の際に発生する手数料

（株式） (    9) (0.058)
(ｃ) その他費用 0 0.002 (ｃ) その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

（監査費用） (    0) (0.002) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費用
合計 276 1.744

（注１）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果で
す。なお、売買委託手数料は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みま
す。

（注２）金額欄は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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6－　　－

（参考情報）
◆総経費率
　当期中の運用・管理にかかった費用の総額を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.69％です。

（注１）１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注３）各比率は、年率換算した値です。
（注４）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。

運用管理費用
（投信会社）
0.61％

総経費率
1.69％

運用管理費用
（販売会社）
0.96％

その他費用
0.00％

運用管理費用
（受託会社）
0.11％
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7－　　－

■親投資信託受益証券の設定、解約状況（2019年６月12日から2020年６月11日まで）
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額
千口 千円 千口 千円

Ｄ Ｌ ジ ャ パ ン ・ リ サ ー チ ・
オ ー プ ン ・ マ ザ ー フ ァ ン ド 488,493 1,101,670 655,739 1,518,840

■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
項 目 ＤＬジャパン・リサーチ・オープン・マザーファンド

(ａ) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 13,357,731千円
(ｂ) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 11,962,405千円
(ｃ) 売 買 高 比 率　(ａ)／(ｂ) 1.11

（注）(b)は各月末の組入株式時価総額の平均です。
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8－　　－

■利害関係人との取引状況等（2019年６月12日から2020年６月11日まで）
【ＤＩＡＭ日本株式オープン＜ＤＣ年金＞における利害関係人との取引状況等】
(1) 期中の利害関係人との取引状況

　期中の利害関係人との取引はありません。

■組入資産の明細
　親投資信託残高

期 首（前期末） 当 期 末
口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
ＤＬジャパン・リサーチ・オープン・マザーファンド 4,857,255 4,690,010 11,444,093

(2) 売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率
項 目 当 期

売 買 委 託 手 数 料 総 額　(Ａ) 6,426千円
う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額　(Ｂ) 798千円

(Ｂ)／(Ａ) 12.4％
（注）売買委託手数料総額は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうちこのファンドに対応するものを含みます。

【ＤＬジャパン・リサーチ・オープン・マザーファンドにおける利害関係人との取引状況等】
　期中の利害関係人との取引状況

決 算 期 当 期

区 分 買付額等
Ａ

売付額等
Ｃうち利害関係人

との取引状況Ｂ Ｂ／Ａ うち利害関係人
との取引状況Ｄ Ｄ／Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株 式 6,483 772 11.9 6,874 831 12.1

平均保有割合　91.1％
（注）平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファンドのマザーファンド所有口数の割合。

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドにかかる利害関係人
とは、みずほ証券です。
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9－　　－

■投資信託財産の構成� 2020年６月11日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
ＤＬジャパン・リサーチ・オープン・マザーファンド 11,444,093 98.7
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 153,262 1.3
投 資 信 託 財 産 総 額 11,597,355 100.0

（注）評価額の単位未満は切捨ててあります。％は、小数点第２位を四捨五入しています。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
(2020年６月11日)現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資 産 11,597,355,609円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 153,262,043
Ｄ Ｌ ジ ャ パ ン ・ リ サ ー チ ・
オープン・マザーファンド(評価額) 11,444,093,566

(Ｂ) 負 債 153,474,166
未 払 解 約 金 60,207,685
未 払 信 託 報 酬 93,178,679
そ の 他 未 払 費 用 87,802

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 11,443,881,443
元 本 6,928,371,066
次 期 繰 越 損 益 金 4,515,510,377

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 6,928,371,066口
１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 16,517円

（注）期首における元本額は7,065,180,681円、当期中における追加
設 定 元 本 額 は 1,867,767,347 円 、 同 解 約 元 本 額 は
2,004,576,962円です。

■損益の状況
当期　自2019年６月12日　至2020年６月11日

項 目 当 期
(Ａ) 配 当 等 収 益 △39,443円

受 取 利 息 5,990
支 払 利 息 △45,433

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 1,101,155,839
売 買 益 1,282,327,799
売 買 損 △181,171,960

(Ｃ) 信 託 報 酬 等 △187,486,154
(Ｄ) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 913,630,242
(Ｅ) 前 期 繰 越 損 益 金 709,340,000
(Ｆ) 追 加 信 託 差 損 益 金 2,892,540,135

(配 当 等 相 当 額) (6,442,872,297)
(売 買 損 益 相 当 額) (△3,550,332,162)

(Ｇ) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 4,515,510,377
次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ) 4,515,510,377
追 加 信 託 差 損 益 金 2,892,540,135
(配 当 等 相 当 額) (6,442,872,297)
(売 買 損 益 相 当 額) (△3,550,332,162)
分 配 準 備 積 立 金 1,846,364,145
繰 越 損 益 金 △223,393,903

（注１）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。
（注２）(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。
（注３）(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加

設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。
（注４）分配金の計算過程

項 目 当 期
(ａ) 経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 0円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0
(ｃ) 収 益 調 整 金 6,442,872,297
(ｄ) 分 配 準 備 積 立 金 1,846,364,145
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 8,289,236,442
(ｆ) １万口当たり当期分配対象額 11,964.19
(ｇ) 分 配 金 0
(ｈ) １ 万 口 当 た り 分 配 金 0
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■分配金のお知らせ
　収益分配金につきましては基準価額水準、市況動向等を勘案し、無分配とさせていただきました。
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■最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数

株式組入
比 率

株式先物
比 率

純 資 産
総 額期 中

騰 落 率
(ＴＯＰＩＸ)
(ベンチマーク)

期 中
騰 落 率

円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円
18期（2016年６月13日） 17,268 △16.0 1,284.54 △22.1 97.4 － 10,172
19期（2017年６月12日） 21,825 26.4 1,591.55 23.9 98.9 － 11,683
20期（2018年６月11日） 25,153 15.2 1,786.84 12.3 98.4 － 13,305
21期（2019年６月11日） 21,946 △12.7 1,561.32 △12.6 98.0 － 11,741
22期（2020年６月11日） 24,401 11.2 1,588.92 1.8 97.5 － 12,503
（注１）株式先物比率は、買建比率－売建比率です。
（注２）東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は、株式会社東京証券取引所（㈱東京証券取引所）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など

同指数に関するすべての権利・ノウハウおよびＴＯＰＩＸの商標に関するすべての権利は、㈱東京証券取引所が有しています。なお、本商
品は、㈱東京証券取引所により提供、保証または販売されるものではなく、㈱東京証券取引所は、ファンドの発行または売買に起因するい
かなる損害に対しても、責任を有しません（以下同じ）。

（注３）△（白三角）はマイナスを意味しています（以下同じ）。

ＤＬジャパン・リサーチ・オープン・マザーファンド
運用報告書

第22期（決算日　2020年６月11日）
（計算期間　2019年６月12日～2020年６月11日）

　ＤＬジャパン・リサーチ・オープン・マザーファンドの第22期の運用状況をご報告申し上げます。

当ファンドの仕組みは次の通りです。
信 託 期 間 1998年６月12日から無期限です。
運 用 方 針 信託財産の成長を図ることを目標として運用を行います。
主 要 投 資 対 象 我が国の上場株式を主要投資対象とします。

主 な 組 入 制 限 株式（新株引受権証券および新株予約権証券を含みます）への投資割合に
は、制限を設けません。
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■当期中の基準価額と市況の推移

年 月 日
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数 株 式 組 入

比 率
株 式 先 物
比 率騰 落 率 (Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ )

(ベンチマーク) 騰 落 率

（期　首） 円 ％ ポイント ％ ％ ％
2019 年 ６ 月 11 日 21,946 － 1,561.32 － 98.0 －

６ 月 末 21,929 △0.1 1,551.14 △0.7 97.8 －
７ 月 末 22,368 1.9 1,565.14 0.2 98.1 －
８ 月 末 21,974 0.1 1,511.86 △3.2 98.3 －
９ 月 末 23,215 5.8 1,587.80 1.7 98.0 －
10 月 末 24,362 11.0 1,667.01 6.8 97.8 －
11 月 末 24,814 13.1 1,699.36 8.8 97.8 －
12 月 末 25,327 15.4 1,721.36 10.3 98.2 －

2020 年 １  月  末 24,791 13.0 1,684.44 7.9 99.0 －
２ 月 末 22,553 2.8 1,510.87 △3.2 98.8 －
３ 月 末 21,013 △4.3 1,403.04 △10.1 96.9 －
４ 月 末 22,284 1.5 1,464.03 △6.2 97.4 －
５ 月 末 23,957 9.2 1,563.67 0.2 97.3 －

（期　末）
2020 年 ６ 月 11 日 24,401 11.2 1,588.92 1.8 97.5 －

（注１）騰落率は期首比です。
（注２）株式先物比率は、買建比率－売建比率です。
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■当期の運用経過（2019年６月12日から2020年６月11日まで）

基準価額の推移
　当期末の基準価額は24,401円となり、前期末比で
11.2％上昇しました。

基準価額の主な変動要因
　新型コロナウイルス感染拡大による世界経済悪化へ
の警戒は続く一方、各国の金融・財政政策への期待が
下支えとなり、国内株式市場が上昇したこと、また、
中期的な競争力が優れバリュエーションが割安と評価
し組入比率を高めていた小売業、電気機器、サービス
業などの保有銘柄のパフォーマンスが良好であったこ
とから、基準価額は上昇しました。

投資環境
　米中通商交渉の行方を巡り一進一退の動きを続けた
後、2019年９月以降はＦＲＢ（米連邦準備理事会）
による緩和的な金融政策や米中通商問題への過度な懸
念の和らぎなどを背景に、上値を試す展開となりまし
た。2020年１月以降は、新型コロナウイルスの世界
的な感染拡大による経済活動停滞への警戒から急落と
なった後、期末にかけては各国の迅速な金融・財政政
策の発動が支えとなり次第に戻り基調に転じ、通期で
は上昇となりました。

ポートフォリオについて
　各業界において競争力の優れた高成長銘柄やバリュエーション面で割安な銘柄など、個別銘柄の選別投資に注力
しました。企業のファンダメンタルズ分析に加えて、短期的・中長期的な視点で株価への織り込み度合いを勘案し、
より割安と判断される銘柄への入れ替えを継続的に行いました。その結果、電気機器、非鉄金属などの組入比率を
引き上げた一方、サービス業、その他製品などの組入比率を引き下げました。
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○組入上位10業種
期首（前期末）
No. 業種 ファンド ＴＯＰＩＸ 差
１ 電気機器 16.5％ 13.3％ 3.3％
２ 情報・通信業 10.4 8.9 1.5
３ サービス業 8.1 5.2 2.9
４ 輸送用機器 7.5 7.9 △0.4
５ 医薬品 7.3 5.6 1.7
６ 小売業 7.2 4.5 2.7
７ 化学 7.2 7.4 △0.2
８ 銀行業 5.0 5.9 △0.9
９ その他製品 4.6 2.2 2.4
10 陸運業 4.1 4.8 △0.7

期末
No. 業種 ファンド ＴＯＰＩＸ 差
１ 電気機器 22.1％ 14.9％ 7.2％
２ 情報・通信業 12.7 9.6 3.1
３ 小売業 8.3 4.9 3.4
４ 医薬品 7.1 6.8 0.3
５ 化学 6.6 7.3 △0.7
６ 輸送用機器 5.2 7.4 △2.2
７ サービス業 5.0 5.4 △0.4
８ 銀行業 4.6 5.1 △0.5
９ 卸売業 3.4 4.6 △1.2
10 機械 3.2 5.2 △2.0

○組入上位10銘柄
期首（前期末）
No. 銘柄名 通貨 比率
1 日本電産 日本・円 3.6％
2 トヨタ自動車 日本・円 3.3
3 第一三共 日本・円 2.8
4 ウエルシアホールディングス 日本・円 2.7
5 ソニー 日本・円 2.6
6 任天堂 日本・円 2.3
7 ニトリホールディングス 日本・円 2.3
8 三井住友フィナンシャルグループ 日本・円 2.1
9 日本電信電話 日本・円 2.1
10 オリックス 日本・円 2.0

組入銘柄数 76銘柄

期末
No. 銘柄名 通貨 比率
1 ソニー 日本・円 4.1％
2 トヨタ自動車 日本・円 3.4
3 第一三共 日本・円 2.9
4 太陽誘電 日本・円 2.9
5 任天堂 日本・円 2.8
6 ＴＤＫ 日本・円 2.4
7 村田製作所 日本・円 2.3
8 三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 日本・円 2.3
9 ソフトバンクグループ 日本・円 2.3
10 ニトリホールディングス 日本・円 2.3

組入銘柄数 77銘柄

【運用状況】（注１）ファンドの組入比率は純資産総額に対する割合です。
（注２）業種は東証33業種分類によるものです。

ベンチマークとの差異について
　ベンチマークは前期末比で1.8％上昇しました。
　当ファンドはベンチマークを9.4％上回りました。各業界において競争力の優れた高成長銘柄や、バリュエーショ
ン面で割安な銘柄など、個別銘柄の選別投資に注力した結果、ベンチマークを上回りました。個別銘柄ではウエル
シアホールディングス、太陽誘電、日本Ｍ＆Ａセンターのオーバーウェイトなどがプラスに寄与しました。

今後の運用方針
　主要国の緩和的な金融政策や積極的な財政政策などに加え、割安な株価バリュエーションが支えとなり、株式市
場は底値を固める展開を想定しています。銘柄選択の視点では、引き続き競争力の強さ等から中期成長性の高い銘
柄、足元の業績が市場予想を上回ると予想される銘柄、ＰＥＲ（株価収益率）等株価バリュエーションが割安な銘
柄、株主還元に前向きな銘柄等に投資します。また、組入比率については、高位を維持する方針です。
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■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
項 目 当 期

(ａ) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 13,357,731千円
(ｂ) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 11,962,405千円
(ｃ) 売 買 高 比 率　(ａ)／(ｂ) 1.11

（注）(b)は各月末の組入株式時価総額の平均です。

■１万口当たりの費用明細

項 目 当 期
金 額 比 率

(ａ) 売買委託手数料 13円 0.058％
（株 式） (13) (0.058)
合 計 13 0.058

（注）金額欄は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。比率欄は
「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額
（23,173円）で除して100を乗じたものです。なお、費用項目
の概要及び注記については５ページ（１万口当たりの費用明
細）をご参照ください。

■売買及び取引の状況（2019年６月12日から2020年６月11日まで）
　株　式

買 付 売 付
株 数 金 額 株 数 金 額

千株 千円 千株 千円
国 内 上 場 2,716.6 6,483,348 2,790.3 6,874,383(225.3) (－)
（注１）金額は受渡代金です。
（注２）（　）内は、株式分割、増資割当および合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。
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■利害関係人との取引状況等（2019年６月12日から2020年６月11日まで）
(1) 期中の利害関係人との取引状況

決 算 期 当 期

区 分 買付額等
Ａ

売付額等
Ｃうち利害関係人

との取引状況Ｂ Ｂ／Ａ うち利害関係人
との取引状況Ｄ Ｄ／Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株 式 6,483 772 11.9 6,874 831 12.1

(2) 売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率
項 目 当 期

売 買 委 託 手 数 料 総 額　(Ａ) 7,048千円
う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額　(Ｂ) 875千円

(Ｂ)／(Ａ) 12.4％

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドにかかる利害関係人
とは、みずほ証券です。
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■組入資産の明細
　国内株式

銘 柄 期首(前期末) 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
水産・農林業（1.1％）
日本水産 164.5 266.2 130,970
建設業（0.2％）
コムシスホールディングス － 6.5 19,474
食料品（2.9％）
キリンホールディングス 52.5 － －
不二製油グループ本社 39.1 51 144,432
味の素 － 73.9 135,532
ニチレイ 52.8 25 76,000
化学（6.7％）
昭和電工 23.8 － －
トクヤマ － 27.7 69,333
信越化学工業 22.7 21.5 271,975
大陽日酸 94.4 － －
三井化学 － 38.1 90,639
ＪＳＲ － 65.4 132,631
三菱ケミカルホールディングス 121.5 144 93,657
住友ベークライト 31.3 23 74,290
花王 12.1 － －
第一工業製薬 8.6 18 86,670
医薬品（7.3％）
協和キリン － 33 91,674
武田薬品工業 30.5 － －
塩野義製薬 17 － －
日本新薬 28.3 27 237,330
中外製薬 － 5.6 88,788
エーザイ － 0.1 849
ロート製薬 － 8 27,160
ＪＣＲファーマ － 6.5 76,115
第一三共 52.4 41.6 363,500
ペプチドリーム 13.9 － －
石油・石炭製品（－％）
ＪＸＴＧホールディングス 205 － －
ガラス・土石製品（1.8％）
ＡＧＣ － 26.9 88,904
太平洋セメント 40.7 51.8 130,691
非鉄金属（2.1％）
住友金属鉱山 － 53.2 163,696
住友電気工業 － 72.7 96,472
金属製品（－％）
東京製綱 44.1 － －
機械（3.3％）
ＳＭＣ － 2.9 159,645
小松製作所 22.6 － －

銘 柄 期首(前期末) 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
ダイキン工業 7.1 14.8 244,422
電気機器（22.7％）
イビデン － 62.2 182,494
日立製作所 53.9 26 91,728
富士電機 39.9 28.4 82,331
日本電産 29.3 12.6 85,516
日本電気 － 31.3 155,248
ソニー 57.2 68.5 513,407
ＴＤＫ 18.6 27.6 298,908
キーエンス 2.6 5.1 227,970
ローム － 11.9 88,774
太陽誘電 94.8 106.9 358,115
村田製作所 43.7 46 292,974
小糸製作所 15 37.3 170,461
東京エレクトロン 3.4 9.1 213,941
輸送用機器（5.3％）
豊田自動織機 24.8 － －
デンソー － 28.4 115,076
いすゞ自動車 70.2 － －
トヨタ自動車 56.4 60.7 419,133
スズキ 33.5 28.7 113,049
ヤマハ発動機 40.5 － －
精密機器（2.1％）
オリンパス － 30.1 56,091
ＨＯＹＡ 27 11 109,329
朝日インテック － 30.5 94,092
その他製品（2.9％）
バンダイナムコホールディングス 22.5 － －
ヤマハ 28.9 － －
任天堂 6.9 7.4 348,022
陸運業（2.0％）
東急 77.3 90 151,020
西日本旅客鉄道 13.8 14.8 97,842
西武ホールディングス 39.5 － －
ＳＧホールディングス 45.6 － －
情報・通信業（13.0％）
日鉄ソリューションズ 46.8 － －
ＴＩＳ 36.9 93 210,273
コーエーテクモホールディングス － 43 141,470
トレンドマイクロ 9.7 27.6 168,360
アルファシステムズ 42.2 39 153,465
伊藤忠テクノソリューションズ 26.1 39.9 150,024
ネットワンシステムズ － 31.5 107,100
日本電信電話 49.9 95 238,925
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銘 柄 期首(前期末) 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
東宝 29.3 － －
スクウェア・エニックス・ホールディングス 3.9 15.6 87,204
カプコン － 10.6 42,135
ソフトバンクグループ 20.9 55 285,175
卸売業（3.5％）
伊藤忠商事 94.9 91.5 212,051
日立ハイテク 15.3 － －
三菱商事 56.9 87.9 211,003
小売業（8.5％）
大黒天物産 14.4 29.9 136,045
ウエルシアホールディングス 75.7 29.2 259,588
セブン＆アイ・ホールディングス 20.8 36.6 139,409
パン・パシフィック・インターナショナルホールディングス 20.3 97.2 221,227
ニトリホールディングス 20.2 14.8 285,122
銀行業（4.7％）
三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 347 650 289,835
三井住友トラスト・ホールディングス 39.3 10.4 32,666
三井住友フィナンシャルグループ 65.8 78.2 251,022

証券、商品先物取引業（0.6％）
ジャフコ 18.6 20.3 74,196
保険業（1.1％）
ＳＯＭＰＯホールディングス － 10.4 38,740
東京海上ホールディングス 34.9 19.2 92,985

銘 柄 期首(前期末) 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
その他金融業（1.5％）
オリックス 147 121.2 182,527
不動産業（1.6％）
東急不動産ホールディングス 117 － －
パーク２４ 10.6 － －
三井不動産 55.7 88 190,608
サービス業（5.1％）
日本Ｍ＆Ａセンター 72.3 32 153,280
カカクコム 82.4 － －
エムスリー 96.8 36.7 163,498
楽天 61.6 31.3 29,797
リクルートホールディングス 52.6 36.1 141,620
ベルシステム２４ホールディングス 79.3 96.9 137,985

千株 千株 千円

合 計 株 数 ・ 金 額 3,795.3 3,946.9 12,187,721
銘柄数<比率> 76銘柄 77銘柄 <97.5％>

（注１）銘柄欄の（　）内は、期末の国内株式評価総額に対する各業
種の比率です。

（注２）合計欄の<　>内は、期末の純資産総額に対する評価額の比率
です。

（注３）評価額の単位未満は切捨ててあります。
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■投資信託財産の構成� 2020年６月11日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
株 式 12,187,721 96.6
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 422,616 3.4
投 資 信 託 財 産 総 額 12,610,338 100.0

（注）評価額の単位未満は切捨ててあります。％は、小数点第２位を四捨五入しています。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
(2020年６月11日)現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資 産 12,610,338,036円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 235,433,725
株 式(評価額) 12,187,721,850
未 収 入 金 100,032,411
未 収 配 当 金 87,150,050

(Ｂ) 負 債 106,894,912
未 払 金 106,894,912

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 12,503,443,124
元 本 5,124,184,078
次 期 繰 越 損 益 金 7,379,259,046

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 5,124,184,078口
１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 24,401円

（注１）期首元本額� 5,350,019,776円
追加設定元本額� 491,600,298円
一部解約元本額� 717,435,996円

（注２）期末における元本の内訳
ＤＬ日本株式オープン� 434,174,010円
ＤＩＡＭ日本株式オープン＜ＤＣ年金＞� 4,690,010,068円
期末元本合計� 5,124,184,078円

■損益の状況
当期　自2019年６月12日　至2020年６月11日

項 目 当 期
(Ａ) 配 当 等 収 益 241,321,401円

受 取 配 当 金 241,441,600
受 取 利 息 46
そ の 他 収 益 金 1,510
支 払 利 息 △121,755

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 1,077,832,077
売 買 益 2,234,688,008
売 買 損 △1,156,855,931

(Ｃ) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ) 1,319,153,478
(Ｄ) 前 期 繰 越 損 益 金 6,391,259,870
(Ｅ) 解 約 差 損 益 金 △948,144,004
(Ｆ) 追 加 信 託 差 損 益 金 616,989,702
(Ｇ) 合 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 7,379,259,046

次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ) 7,379,259,046
（注１）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。
（注２）(E)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価

額を差し引いた差額分をいいます。
（注３）(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加

設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。
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